
廃棄物処理法第十五条のこの三第2項 による産業廃葉物処理施設の維持管理の公表

富士フイルム和光純薬株式会社 東京工場

燃焼炉の維持管理記録 【燃焼炉への廃棄物投入量】

令和2年度(令和2年 4月 1日 ～令和3年 3月 31日 )投入実績 (単位 t)

震菱ヒ」塵」ヨ盪

畳皿貸理産菫底棄物

投入証

種 類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

廃アルカリ 239.9 95.4 2050 1913 994 85.3 188.1 1400 129.4 172.7 1520 147.7 18462

種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

廃 油 18.2 10.8 22.8 19.9 12.3 113 25.4 19.4 17.7 25.7 21.3 28.2 233.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合 計 2581 106.2 227.8 211.2 111.7 966 2135 159.4 147.1 198.4 173.3 1759 2079.2

令和3年度(令和3年 4月 1日 ～令和4年 3月 31日 )投入実績 (単位 t)

産豊き』理樫吻

生皿負理産菫底菫物

投入計

種 類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

廃アルカリ 179.0 97.1 205.6 198.7 124.1 1962 160.4 225.4 114.9 183.8 241 1 191.6 21179

種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

廃油 24.2 13.7 31.3 26.7 15.7 246 222 356 18.0 24.3 320 25.9 294.2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

合計 203.2 110.8 236.9 225.4 139.8 220.8 182.6 2610 132.9 208.1 273.1 217.5 2412.1

令和4年度(令和4年4月 1日 ～令和5年 3月 31日 )投入実績 (単位 t)

農峯L」座重」勿

登皿負理産菫底速物

投入計

種
百

＾ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

廃アルカリ 190.9 154.2 250.4 229.0 115.1 207.0 2449 2670 154.6 167.4 261.6 195.5 24376

種 類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

廃 油 318 21.2 34.2 358 175 31.6 367 33.6 20.2 23.2 30.4 29.2 345.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

合 計 222.7 175.4 284.6 264.8 132.6 238.6 281.6 3006 174.8 190.6 292.0 224.7 2783.0

令和5年度(令和5年 4月 1日 ～令和6年 3月 31日 )投入実績 (単位 t)

産豊ヨ週整魁盪

位皿宣理産生庄菫物

投入計

種 類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

廃アルカリ 94.2 143.8 267.0 219.5 101.2 143.7 1603 1793 126.8 165.1 123.6 1729.5

種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

廃 油 15.1 17.8 36.5 33.0 16.0 29.9 22.6 27.1 25.3 25.9 17.2 266.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合 計 109.3 161.6 303.5 252.5 1172 173.6 182.9 206.4 152.1 1910 145.8 19959



廃棄物処理法第十五条の二の三第2項による産業廃棄物処理施設の維持管理の公表

富士フイルム和光純薬株式会社 東京工場

」生:皿」旦12」1笹l型i墨:璧ittik_■ lШ:萱:壁日_

事業場名 富士フイルム和光純薬 東京工場

測定期間 令和3年 4月 ～令和4年 3月

規制値等

名 称 単 位 施設仕様・備考

特定施設名

燃料名

燃料使用量

硫黄含有量

排煙量(湿 り)

測定者

kg/h

%

Nm3/h 30000

業者

燃焼炉

A重油

120

測定日

+.fi3+7E16E 8E 208 11月 25日  11月 26日 令和4年 3月 14日

A重油

139

0.065

26600

業者

A重油

124

0.072

26500

業者

A重油

138

0.0850

A重油

137

0.085

26400

業者

A重油

139

0073

26400

業者川越市

測 定 項 目 単 位

規制区分 測定

回/年法令  条例  協定  社内

硫黄酸化物

・排出量 Nm3/h 4.73 50pprn   l.57

2

ばいじノし

・濃度

02濃度

g/Nm3

(12%)

0.25 020    020

2

窒素酸化物

濃度

02濃度

pprn

(12%)

300 210     150     150

2

塩化水素

・濃度 ,3mE/m 700     200 100

2

水銀

濃 度 mg/m 50 50

2

ダイオキシン類 ng,/Nm3 10 1

1

測定結果

令和3年 7月 16日  8月 20日  11月 25日  11月 26日 令和4年 3月 14日

0023 0.023

00340    0037

(12%換算値 )

45       - 57 81

(12%換算値 )

4.9     - 30 54

(12%換算値 )

-      0.27 0.10 0.05

(12%換算値)

0000017  00000096   00046   0000011  0.000000

ばいじん除去を行った日 *液中燃焼炉 (排ガスを湿式処理)である為、ばいじんは、設備に堆積しません。

測 定 項 目 単 位

規制区分 測 定

法令  条例  協定  社内

炉内温度

℃ 800以上 1050」
=20 千家1動

排ガス温度

℃ 200以下 90以下 千家イ動

$fr344/t-1/ts 1 / 11 - 8i20 8/21～ 11/25 1,26～ 令和4■214 2/15～ 3/31

連続測定 (令和3年 4月 ～令和4年 3月 末 )

1045～ 1066 10Z19～ 1063.1047～ 1065 1043～ 1067 1042～ 1067

53～ 78   56～ 73   57～ 78   55～ 72   49～ 72

(12%換算値 )

0.0295      -



廃棄物処理差第十五条の二の三第2項 による産業廃棄物処理施設の維持管理の公表

富士フイルム和光純薬株式会社 東京工場

]止:皿」巨
`ユ

1幽l型i望:里三亜:正_■lШ:董itti孤 _

事業場名 富士フイルム和光純薬 東京工場

測定期間 令和4年 4月 ～令和5年 3月

施
責百
3て

名 称 単 位 施設仕様・備考

特定施設名

燃料名

燃料使用量

硫黄含有量

排煙量(湿 り)

測定者

kg/h

%

Nm3/h 30000

業 者

燃焼炉

A重油

120

測定 日

+ro4+788E gE21 fr 11月 25日 12月 15日 令和5年 2月 21日

A重油

124

0072

26400

業者

A重油

137

0.050

26300

業者

A重油

149

0084

26400

業者

A重油

153

0.071

22600

業者川越市

A重 ,由

139

規制区分

測 定 項 目 単 位 法令  条例  協定  社内

測定

回/年

硫黄酸化物

・排出量 Nm3/h 4.73 50pprn   l.57

2

02濃度ばいじん

・濃度 e/Nm3 0.20    0.20

(12%)

025

窒素酸化物

濃度 ppm

02濃度 (12%)

300     210     150     150

塩化水素

濃 度 mg./m 100700     200

・濃度

水 銀

mg/m3 50 50

ダイオキシン類 nglNm3 10

測定結果

令和4年 7月 8日  9月 21日  11月 25日  12月 15日 令和5年 2月 21日

0.023 0.023

(12%換算値 )

0.0430 0.0415    0029

(12%換算値 )

72       - 72

(12%換算値 )

4.6      - 3.7 20

(12%換算値)

004 0.071     0.07

0000022  00000090   0000012  0000015  01000021

(12%換算値)

ばいじん除去を行つた日 *液中燃焼炉 (排ガスを湿式処理)である為、ばいじんは、設備に堆積しません。

測 定 項 目 単 位

規制区分 測 定

法 令 条例  協定  社内

炉内温度

800以上 1050」=20℃

排ガス温度

℃ 200以下 90以 下 稼 働

連続測定 (令和4年 4月 ～令和5年 3月 末 )

令和4年4/1～

'/87/9～
9/21 7/22～ 11/2511/26～ 12/15

1049～ 1069 1041～ 1062 1033～ 1070 1049～ 1069 1053～ 1066

58～ 77   57～ 77   56～ 79   55～ 74   60～ 78

12/16～ 2/21

稼働



廃楽物処理法第十五条の二の三第2項による産業廃棄物処理施設の維持管理の公表

富士フイルム和光純薬株式会社 東京工場

」庄:皿」旦Ω」1雀l型i墨:璧itth_■」Ш:壁i亜」日_

事業場名 富士フイルム和光純薬 東京工場

測定期間 令和5年 4月 ～令和6年 3月

名 称 単 位 施設仕様・備考

特定施設名

燃料使用量

硫黄含有量

排煙量(湿 り)

測定者

燃料名

Nm3/h

%

燃焼炉

A重油

120

30000

業者

測定 日

令和5年 6月 8日 令和5年 9月 1日 令和5年 11月 23日 令和5年 12月 18日

A重油

149

0.073

26100

業者

A重油

130

0.074

26100

業者

A重油

110

0.030

25900

業者 川越市

A重油

108

規制区分 測定

回/年測 定 項 目 単 位 法令  条例  協定  社内

硫黄酸化物

排出量 Nm3/h 4.73 50pprn   l.57

ばいじん 02濃度

濃 度 e/Nm3 0.20    0.20

(12%)

0.25

窒素酸化物

・濃度

02濃度

pprn 210     150     150

(12%)

300

塩化水素

濃度 mg/m3 100700     200

濃度

水 銀

mg/m3 50 50

nelNm3ダイオキシン類 10 1

測定結果

令和5年 6月 8日 令和5年 9月 1日 令和5年 11月 28日 令和5年 12月 18日

0.022 0022

(12%換算値 )

0.0298      - 00238    0.027

(12%換算値 )

27       - 63 44

(12%換算値 )

3.4 66 5↓

(12%換算値)

0.08 0.10

(12%換算値)

0000045  0.000019 0000029  0000020

ばいじん除去を行つた日 *液中燃焼炉 (排ガスを湿式処理)である為、ばいじんは、設備に堆積しません。

測 定 項 目 単 位

規制区分 測 定

法令  条例  協定  社内

炉内温度

1050」=20 稼働
°
C

排ガス温度

℃ 200以下 90以下 稼働

連続測定 (令和5年 4月 ～令和6年 3月 末 )

令和5年4/1～ 0/8令和5年 69～ 91 令和5年9卜 1,28令 和5年 1129～ 1213

1044～ 1069 1048～ 1063 1036～ 1063 1050～ 1060

54～ 74   58～ 77   52～ 79   47～ 67

800以上


